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 我が国における市民参加型まちづくりでは、市民参加ワークショップやフィール

ドワークなどの方法を通して、生活者の間で共有されてきた場所などの資源を発掘

し、地域のアイデンティティを顕在化させて共有することにより、計画策定やまち

づくりに活用しようとする試みが行われてきた。しかし、そうした従来の手法によ

って、不特定多数のひとびとから、場所や空間に関連した多量の視点・意見・記憶

をはじめとした「感性情報」、すなわち「まちづくり情報」を収集するには、多大

な労力が掛かることが多く、その展開には限界があった。 

 一方、2009 年にオバマ大統領によって発令された「オープンガバメント指令」

以降、米国において、地域に関する資源や問題を共有するためのオープンデータ活

用やアプリケーションの開発が、NGO などを含む民間ベースでも盛んになってき

ている。これらの活動は、一般的に「シビックテクノロジー」と呼ばれ、我が国に

おいてもこうした活動が根付き始めている。近年情報化社会と ICT 技術の発展によ

りデジタル環境は大きく進化を遂げ、パソコン・携帯電話・スマートフォンをはじ

めとする多様なデジタル端末の普及や利用者増大に伴い、ビッグデータが蓄積され

ている。これらを、都市計画やまちづくりにおいて有効に活用した新たな参加型ま

ちづくりの展開が期待される。 

 

 本研究は、ソーシャルメディアや ICT 技術を用いて「まちづくり情報」を収集・

蓄積・活用する為の基礎的知見を明らかにすることを目的とする。 

 具体的には、第一に、「個人知(Individual Knowledge)」を蓄積するメディアとし

て、SNS の情報特性から「まちづくり情報」 を抽出する為の指針を提示すること。

第二に、「地域知(Local Knowledge)」を蓄積するメディアとして、シビックアプリ

ケーションならびに Web GIS の情報特性から「まちづくり情報」を蓄積する為の

指針を提示すること。また双方を踏まえ、参加性と協働性からみたシビックテクノ

ロジー活動の課題と方策について包括的に論じた。 

 

 本研究は、序章を含む以下の６つの章、及び各章の要約を記した終章から構成さ

れる。 

 

 序章「研究の前提」では、研究の背景、用語の整理、分析の枠組み、先行研究の

レビュー及び本研究の位置づけを示して、研究の視座を整理した。 

 

 第１章「ソーシャルビッグデータの情報特性と活用実態」では、市民自らがソー

シャルメディアに蓄積した「ソーシャルビッグデータ」に着目し、その情報特性と

活用実態を分析した。具体的には、ビッグデータを活用したビジュアライゼーショ

ンツールを対象として、地域特性の可視化やソーシャルビッグデータの活用実態を

整理した。また、ソーシャルビッグデータに含まれる空間情報の特性や構造を整理

し、地域の特性抽出に適したデータを示した。 

 その結果、ソーシャルビッグデータは、地域特性の可視化において重要なデータ
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ソースとして活用されていることが確認された。また、地理タグ投稿データが少な

い短文投稿サイトに比べて、空間情報と感性情報がセットになっている口コミ情報

サイトに蓄積されている情報は、地域の特性抽出に適していることを導いた。 

 

 第２章「ソーシャルビッグデータと既存行政データの情報構造の差異」では、地

域の特性抽出に適したソーシャルビッグデータとして、観光情報に関する口コミサ

イトのデータを対象として形態素解析による分析を行い、地域資源を抽出した。ま

たその結果を、行政が作成した全国の観光圏整備計画と比較することで、地域の「特

性抽出」の観点からみた「ソーシャルビッグデータ」の情報構造とその特性につい

て分析した。 

 その結果、ユーザー作成情報サイトのデータに関しては、多様な地域資源に関連

した形態素が抽出できたことなどから、データマイニングに適した情報構造を有す

ることが明らかとなった。また、観光圏整備計画の約７割において、ユーザー作成

データに含まれる地域資源と整合がみられなかったことから、観光客の現地での行

動と観光圏整備計画にギャップが存在することを指摘した。こうしたことから、地

域資源や観光圏エリアの検討などに、ソーシャルビッグデータを活用することが有

効であると論じた。 

 以上より、個々の体験や知識を含む「ソーシャルビッグデータ」をもとに、特定

の情報を抽出して「地域知(Local Knowledge)」を構築することが可能であると言

える。また、観光圏整備計画との比較分析から、専門家が「組織知(Institutional 

Knowledge)」として把握している地域イメージとの差異が読み取ることができたこ

とから、「個人知(Individual Knowledge)」を収集することで間主観的な「地域知

(Local Knowledge)」を構築する、シビックアプリケーション開発の意義を見出す

ことが可能であることを論じた。 

 

 第３章「シビックアプリケーションの開発と情報蓄積の実態」では、米国におい

て開発されたアプリケーションの主要用途を分類し行政・市民団体によって活用さ

れている参加型機能をもつアプリケーションに蓄積されたビッグデータの情報特

性を明らかにし、都市計画やまちづくりに活用できる範囲を示し、今後のシビック

アプリケーション開発に向けた指針を提示した。 

 その結果、まず、シビックアプリケーションは９つの機能特性に類型化された。

現段階では、「アイデア・議論系」アプリケーションが中心に開発され、都市計画・

まちづくりのひとつの弱点を克服し、「より多くの住民の声を反映する」ことに寄

与している。つぎに、蓄積されているデータ構造に着目して分析したところ、活用

範囲が広く様々な知見が得られる可能性が高いとされる「非構造」「半構造」デー

タの蓄積は限定的で、主に「構造」データが蓄積されていることが明らかとなった。 

 以上より、シビックアプリケーション開発は、地域の課題報告や問題解決のアイ

デアを問いかける、行政と地域住民をつなぐツールとして開発が盛んであった。し

かし、これらのアプリケーションによって収集されたデータは、個別の地域課題に
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対する知見の蓄積であるため、データの応用範囲が限定的であると言える。こうし

た現状を踏まえて、今後のシビックアプリケーションの開発方針として、行政や地

域住民が自発的かつ多面的にデータの活用ができる、地理空間情報とセットになっ

た「地域知(Local Knowledge)」のデータベースを構築するソフトウェア開発が重

要であることを論じた。 

 

 第４章「多様な地理空間情報をひもづけた口述史データの情報特性」では、Web 

GIS による情報収集を想定して、宮城県加美町の町民１００人を対象とする生活環

境内の「記憶」の聞き取り調査と情報マッピングを行い、地理タグ付き口述史デー

タベースの構築を行った。またそれをもとに口述と地理タグによる情報蓄積の差異

を分析して、多様な地理タグによって収集される地理空間情報の特性を明らかにす

るとともに、Web GIS を用いて地域情報を効果的に収集する際の指針提示を試みた。 

 その結果、面的・線的マッピング方法を Web GIS(多元的アーカイブズ)に取り入

れることが、口述的な言及傾向を有する空間要素の収集において、特に有効である

ことが明らかになった。 

 以上より、Web GIS は地理空間情報を厳密にとり扱うことから、点的マッピング

方法のみが取り扱われてきたが、本章における検証から、点的マッピング方法のみ

ならず、線的・面的マッピング方法といった、多様な地理タグを取り入れることに

よって、従来では、蓄積が困難であった情報収集することができた。こうした現状

を踏まえて、今後の Web GIS の開発指針として、多様な地理タグをマッピングシ

ステムに導入することが重要であり、「曖昧な」地理空間情報の取り扱いに対する

意義を見出すことができることを論じた。 

 

 第５章「参加と協働性からみたシビックテクノロジーの課題と方策」では、米国

における都市計画実務者とアプリケーション開発者を対象としたヒアリング調査

に加えて先行事例の資料整理を行い、シビックテクノロジーを効果的に活用してい

く利用方法と、今後検討が必要な課題を抽出した。 

 その結果，シビックテクノロジーを効果的に活用していくうえで、行政機関と技

術開発者間の協働性に関連した課題が多いことが明らかになり、こうした課題に対

して、「シビックテクノロジー分野の人材育成」と「シビックテクノロジーのプラ

ットフォーム構築」に関連した取り組みが進められている。 

 これらを踏まえ、シビックテクノロジーを活用した、「まちづくり情報」のデー

タの蓄積と活用に対して、「人材育成」や「プラットフォーム構築」に関した取り

組みが進められているが、市民による地域資源の「発見」や「評価・検証」に関す

る取り組みが脆弱であった。これは、本研究が対象としてきた ICT 技術を活用した

地域住民による自発的な情報蓄積やそれを用いた「発見」と「共有」までいたって

おらず、今後の課題であることを論じた。 
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